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研究成果の概要（和文）：　本研究は、道教で洞天福地とされる聖地に対する信仰と巡礼、そこにある道観との
関係を考察し、山岳でおこなわれた道教相互のネットワークおよびその歴史的展開を研究した。複数の洞天に対
する基礎的な調査を進め、その調査の整理と文献研究との対照をおこなった。　
　その成果として、『洞天福地研究』第7・8号（計2冊、192頁）を発行した。第7号では6本の論文、第8号では5
本の論文を発表した。その他に、2017年3月にパリでフランス・中国の研究者との国際学術会議「第2回日仏中国
宗教研究者会議：中国宗教における聖地と巡礼」を開催し、日本からは17人が参加した。成果の論文はいま編集
中で、パリで出版する予定である。

研究成果の概要（英文）：We examined the relationship between mountain worship as holy sites 
(Dongtian) and local Daoism and surveyed the network of Daoist sites located on mountains and 
pilgrimages to there. We also studied the historical development of this network. We surveyed 
grottoe heavens so-called small grottoe heavens and studied their historical development.
We compiled data on the present state of their Daoist monasteries and their local geographic 
features such as the overall landscape and caves linked to belief in the grotto heavens. Some of our
 findings have already been published in the academic journal Dohten-fukuchi kenkyu No.7 and 8, 
composed of eleven academic articles. And we also held the international conference “Holy sites and
 pilgrimages : Second colloque Franco-Japonais sur les lieux saints taoistes, Paris, March 24-25, 
2017”. Based on our research, the compilation of a historical narrative for the development of the 
concept of Daoist holy sites and pilgrimages has become possible.

研究分野：中国宗教思想・文学史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、従来あまり研究されていない「中国における聖地と巡礼」という研究領域を確立した。宗教空間の問
題から出発し、研究領域の枠組みに拘わらない総合性を達成した。文献以外に、景観や自然環境、宗教施設（建
築・彫刻・絵画）、宗教実践（巡礼、修道、儀礼）などを考慮した研究となった。それゆえ、研究の学際性を備
えたとともに、国際性をも追求した。清華大学の主導により、世界文化遺産への申請準備をしている。また、中
国とフランスの研究者を招いた会議を開催した。このような学術的な協働は、中国の聖地の環境保護とととも
に、日本の道教研究および中国研究の国際化と若手育成に大きく貢献している。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 中国の道教史研究においては従来、信仰や宗教実践で重要な地である「聖地」と、信仰者や
宗教職能者がその地へ赴いて何らかの宗教実践をする「巡礼」の問題は、意外にも看過されて
きた。この方面では、キリスト教やイスラム教の聖地と巡礼に関する問題意識を高く持つ欧米
の研究が先行し、中国国内の研究者がその驥尾に付していた。また、日本の思想宗教の研究で
は聖地と巡礼の研究がおこなわれていたが、中国の思想宗教の研究においては、この問題意識
は高くなかった。 
 
２．研究の目的 
 中国道教の聖地である「洞天福地」について、その概念の発生と発展、道教史との関わり、
思想宗教における役割、文化史的な役割および東アジアに対する影響を解明することを目的と
する。そのために、洞天福地の景観や自然環境を解明し、地理的歴史的に認識する。また、聖
地の宗教空間の道観や廟、道士、その儀礼、地方神の信仰圏、道教と地方神に対する信仰との
関係、巡礼ネットワーク、これをめぐる交通網などを解明する。 
 
３．研究の方法 
 ①現地調査。文献にみえる洞天福地の現場に赴き、洞窟・景観や環境を観察するとともに、
現在に伝わる金石資料の調査、現在おこなわれている宗教実践などを調査する。 
 ②文献および実物資料の研究。現地調査の対象に関する歴史文献や金石資料を読解し、当該
の聖地の歴史的な展開を叙述する。道教だけでなく、地方神への信仰や仏教がその聖地に関わ
りを持つ場合もあり、その関係の文献および実物資料も分析の対象とする。 
 ③国際討論会の開催。聖地と巡礼の研究においては、欧米の研究が先行しており、とくにフ
ランスの研究者との討論を重視する。国際討論会を通して、新たな研究方法を模索する。 
 
４．研究成果 
①平成 29 年 3 月 24・25 日にフランスの l'Ecole Pratique des Hautes Etudes の Vincent 
Goossaert ほかの研究者と協力して、フランス・パリで国際研究会議「第 2 回日仏中国宗教研
究者会議」（Holy sites and pilgrimages. 中国宗教における聖地と巡礼、The Daoist living 
tradition and comparative perspectives on East Asian Buddhist, imperial and local 
practices: Second colloque Franco-Japonais sur les lieux saints taoistes, Paris, 
March,24-25, 2017）を開催した。各メンバーがこの会議に提出する個人論文をそれぞれまとめ
た。日本側執筆者は、石野一晴、大形徹、酒井規史、志賀市子、田中文雄、土屋昌明、廣瀨直
記、三浦國雄、森瑞枝、山下一夫、頼思妤である。この研究成果は、フランス側の研究協力者
によってフランス語に翻訳され、Bibliotheque de l'Ecole des Hautes Etudes, Sciences 
religieuses から刊行予定である。こうした日仏合同の国際会議の成果がフランスで刊行され
る例は、本研究の分野でも多くない。日本の研究成果を海外に紹介するのに貢献するであろう。 
 ②平成 31 年 3月 9日（土）午前 10時 30 分～18時 30 分でシンポジウム「洞天思想の展開と
ベトナム・日本」を開催し、道教の洞天福地思想の歴史的展開と思想的変容、聖地と巡礼をめ
ぐる問題、東アジアの宗教文化との関わりなどについて、研究成果を報告した。テーマと発表
者は以下の通り。「洞天思想の歴史的展望と東アジア」土屋昌明。「洞窟、洞天、道館―4 世紀
から 6世紀の茅山における信仰」廣瀬直記。「宋代の紀行文にみえる洞天福地―茅山を中心に―」
酒井規史。「身中の洞天福地説とその淵源」横手裕。「洞天思想以前の王屋山に対する山岳信仰」
大形徹。「墓室から洞天へ」三浦國雄。「明清時代における羅浮山の隆盛と巡礼」石野一晴。「懐
商と王屋山――近現代における第一洞天」山下一夫。「ベトナム北部ドンチェウ地域の抱福巖と
その周辺」大西和彦。「洞天思想と日本の山岳信仰」鈴木健郎。「室町時代の救済観と洞天思想
―『諏訪縁起』をめぐって」森瑞枝。 
 ③平成 30 年 10 月 25 日に北京の清華大学が、クリストファー・シッペール氏の愛山基金と協
力して「洞天福地与東亜州文化意象（洞天福地と東アジア文化のイメージ）」という、洞天福地
を世界文化遺産に申請するための準備会議が開催され、土屋昌明・大形徹・鈴木健郎が赴いて
招待講演をおこなった。 
 ④現地調査としては、平成 30 年 3月に江西省南昌の西山（第十二小洞天）に赴き、現地の道
観の調査と道観した。その際に、いわゆる西山が当地ではなく、別の地域にある可能性を知り、
平成 30年 9 月に再度調査をした。この時は、その他に廬山（第八小洞天）と麻姑山（第二十八
小洞天）の調査もおこなった。 
 ⑤論文ほかは、平成 28年の成果として土屋昌明が論文を 2篇、大形徹が論文を 2篇作成し、
研究協力者（三浦國雄、酒井規史）の論文とあわせて『洞天福地研究』第 7号（全 98 頁）を出
版、平成 29・30 年の成果として、土屋昌明が論文を 1篇と翻訳 1篇を作成し、研究協力者（石
野一晴、酒井規史、三浦國雄）による 3論文とあわせて『洞天福地研究』第 8号（全 98頁）を
出版した。 
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